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一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で
は

四
十
四
億
八
千
百
三
十
二
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
七
億
千
三
百
八

十
七
万
円（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス　

・
７
１３

㌫
）の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
長
引
く
景
気
の
低
迷
な
ど

に
よ
る
町
税
収
入
の
落
ち
込
み
の
ほ

か
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
は
、
四
十
三
億
七
千
九
百
七

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
七
億
八
百
十

四
万
円（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス　

・
９
１３

㌫
）の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

世
田
米
保
育
園
の
改
築
や
木
材
加
工

施
設
整
備
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
や
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
り
歳
出
の
抑
制
に
努
め
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
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歳
入
の
う
ち
町
独
自
で
確
保
で
き

る
自
主
財
源
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
町
税
、
基
金
か

ら
の
繰
入
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な

ど
で
す
。
自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
自
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由
に
使
え
る
お
金
が
多
い
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
割

合
は　

・
９
㌫
で
す
。
一
方
、
地
方

１７

交
付
税
、
国
、
県
か
ら
の
負
担
金
や

補
助
金
な
ど
の
依
存
財
源
は　

・
１

82

㌫
で
、
こ
れ
ら
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

道
路
整
備
や
施
設
整
備
な
ど
の
事

業
は
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
借

入
金（
町
債
）に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
規
模
な
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
歳
入
総
額
は
大
幅
な
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
比
率
が
一
番
大
き
い
地
方
交

付
税
は
、
町
の
収
入
全
体
の
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
県
や
市

町
村
へ
の
配
分
方
法
な
ど
の
見
直
し
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（３）平成15年10月25日　広報すみた

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
本
町
は
、

国
の
見
直
し
の
動
向
次
第
で
は
、
財

政
状
況
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
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事
業
費
が
最
も
大
き
い
事
業
は
、

木
材
加
工
施
設
の
整
備
を
行
っ
た
林

業
構
造
改
善
事
業（
主
な
事
業
決
算

額
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）で
し
た
。

　

支
出
を
義
務
付
け
ら
れ
た
経
費
を

義
務
的
経
費
と
い
い
ま
す
。
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
（
借
入
の
返
済
金
）

が
そ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
人
件
費
は

昨
年
に
引
き
続
き
抑
制
さ
れ
て
い
ま

�������� �����

������������������� � � � � �

�������������������	� � � �

�����������������	� � � � � �

������������������� � � � �

��������	���������� � � �

��������	
��
����������	
��
�������������������	
��
����������	
��
�����������

す
。公
債
費
は
二
千
二
百
万
円（
前
年

比
２
・
７
㌫
）減
少
し
て
い
ま
す
が
、

扶
助
費
が
千
七
百
万
円（
前
年
比　

・
12

６
㌫
）増
加
し
て
い
ま
す
。全
体
で
は

五
千
五
百
万
円（
前
年
比
２
・
９
㌫
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
早
急
な
削
減
が

難
し
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
歳
出

全
体
に
占
め
る
割
合
が
多
く
な
っ
て

く
る
と
、
他
に
使
え
る
お
金
が
少
な

く
な
り
、
町
の
財
政
状
況
に
余
裕
が

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

自
立
・
持
続
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

本
年
度
の
予
算
執
行
、
来
年
度
の
予

算
編
成
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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��������������	
�������：道路、学校、公共施設の新増設など建築事業に必要
　　　　　　　　な投資的経費
���：職員給与、特別職や議員、各種委員の報酬など
���：国などから借りたお金を返済するための経費
���：負担金や補助金、各種保険料など
���：賃金、旅費、事務用品の購入、光熱水費、業務委託費など
���：国民健康保険事業会計などの特別会計に支出する経費
���：児童福祉法、老人福祉法などに基づいて被扶養者に支給する
　　　　費用
���：財政規模や税収に応じて積み立てる経費（基金）
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同
地
区
支
援
委
員
会（
吉
田
洋
一

委
員
長
）で
は
九
月
三
十
日
、東
日
本

機
電
開
発
株
式
会
社
農
業
環
境
研
究

所
所
長
・
本
間
光
義
さ
ん
を
招
い
て

の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
地
区
別
計
画
の
「
み
ど

り
（
環
境
保
全
）」
と
地
域
農
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
会
場
と
な
っ
た
下
有
住
児
童
館

に
は
地
域
住
民
な
ど
三
十
六
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
健
土
・
健
食
・
健
民
」
と
題
し
た

講
演
で
は
、
�
元
気
な�
野
菜
づ
く
り

の
た
め
の�
元
気
な�
土
づ
く
り
に
つ

い
て
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
説
明

が
あ
り
、
参
加
者
は
講
師
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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せ
た
ま
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
の「
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
」が
九
月
二

十
七
日
、
住
田
郵
便
局
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
は
、
不
要
品
の
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ま
た
、
十
月
四
、
五
日
に
は
、
同

推
進
委
員
や
町
職
員
十
九
人
が
参
加

し
、
山
形
県
金
山
町
へ
の
視
察
研
修 ��������	
��
��

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は「
自
然（
じ
ね
ん
）フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｉ
Ｎ
か
ね
や
ま
」に
参
加
。農
業

や
環
境
、
ま
た
そ
れ
を
生
か
し
た
町

づ
く
り
に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
同
町
西
郷
地
区
振
興

会
議
と
の
交
流
、
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
活
用

方
法
や
産
地
直
送
活
動
な
ど
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
町
が
設
置
す
る「
町
並
み
案
内
人
」

に
よ
る
視
察
を
行
い
、
美
し
い
町
並

み
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

委
員
ら
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
金
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
手

法
を
研
修
し
、
今
後
の
世
田
米
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
思
い
へ
の
新
た
に

し
ま
し
た
。

売
買
や
交
換
を
す
る
な
ど
の
古
物
市

を
意
味
し
、
同
推
進
委
員
会
が
、
地

域
住
民
の
主
体
的
参
加
を
促
進
す
る

�
き
っ
か
け�
に
と
企
画
し
た
も
の
。

　

出
店
者
で
あ
る
高
校
生
や
一
般
の

女
性
ら
は
、
子
供
か
ら
大
人
用
ま
で

の
衣
類
や
手
芸
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
を
格
安
で
販
売
。
こ
の
日
は
、

世
田
米
商
店
会
主
催
の「
青
空
市
」も

同
時
開
催
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
多

く
の
人
が
詰
め
か
け
、
掘
り
出
し
物

を
買
い
求
め
た
り
、
時
に
は
フ
リ
ー

マ
ケ
ッ
ト
の�
だ
い
ご
味�
で
も
あ
る

価
格
交
渉
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
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第
四
十
六
回
県
身
障
者
福
祉
大

会（
県
身
障
者
福
祉
協
会
な
ど
主

催
）は
九
月
三
十
日
、遠
野
市
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
席
上
、
罍（
も

た
え
）勇
さ
ん（
六
二

）＝
向
村
＝
が

自
ら
の
障
害
を
克
服
し
、
自
立
更

正
に
努
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

罍
さ
ん
は
中
学
三
年
生
当
時
、

倒
れ
て
き
た
木
の
下
敷
き
と
な
り

左
の
手
足
が
不
自
由
に
。
ま
た
左

足
は
、
そ
の
事
故
が
も
と
で
義
足

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
仙
台
市
の
身
障
者
訓

練
施
設
に
入
所
し
、
そ
こ
で
一
年

間
、
洋
裁
の
基
礎
を
学
び
、
退
所

後
は
、
大
船
渡
市
、
気
仙
沼
市
な

ど
の
洋
服
店
で
十
五
年
間
の
厳
し

い
修
行
時
代
を
経
験
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
、
世
田
米
商

店
街
に「
高
級
注
文
服
・
テ
ー
ラ
ー

モ
タ
エ
」を
オ
ー
プ
ン
。五
年
ほ
ど

前
に
は
、
現
在
の
向
村
に
店
を
移

転
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
場
で
は
、
友
人
や
地
域
住

民
な
ど
か
ら
祝
福
の
電
話
が
鳴
り

響
く
中
、罍
さ
ん
は「
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
る
と
、つ
ら
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

周
囲
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
、

こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、皆
さ
ん
で
受
け

た
も
の
で
す
」と
感
謝
し
、ま
た
、

「
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

社
団
法
人
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
が
主
催
す
る
造
園
講
習

会
が
九
月
二
十
五
日
か
ら
八
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
五
十
五
歳
以
上
の
就

業
希
望
者
が
対
象
。
本
町
と
陸
前
高

田
市
か
ら
十
五
人
が
受
講
し
、
造
園

技
能
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
校
式
に
続
き
、
二
日
目

か
ら
は
世
田
米
、
下
有
住
両
小
学
校

の
庭
木
で
実
技
講
習
。
受
講
生
ら
は

「
基
本
を
し
っ
か
り
学
び
、今
後
の
仕

事
に
役
立
て
た
い
」と
話
し
な
が
ら
、

講
師
と
な
っ
た
佐
々
木
信
一
さ
ん

（
佐
々
木
園
芸
）＝
中
村
＝
ら
の
指
導

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

世
田
米
商
店
会（
菅
野
義
保
会

長
）主
催
の「
秋
の
青
空
市
」が
九

月
二
十
七
日
、
Ｊ
Ａ
陸
前
高
田
市

世
田
米
支
所
の
駐
車
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
会
が「
商
店
街
に
昔

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
」と

三
十
二
年
ぶ
り
に
企
画
し
た
も
の
。

　

快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
食

料
品
や
衣
料
品
、
農
産
物
な
ど
十

三
店
が
出
店
。
昔
な
が
ら
の
チ
ン

ド
ン
屋
も
登
場
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

人
が
訪
れ
、
格
安
で
販
売
さ
れ
た

商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
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七
月
か
ら
四
カ
月
間
に
わ
た
り

運
動
公
園
、
有
住
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
た
ナ
イ
タ
ー
野
球
リ
ー
グ

の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

十
八
回
目
を
数
え
る
同
リ
ー
グ

に
は
、
一
般
の
部
に
九
チ
ー
ム
、

Ｏ
Ｂ
の
部（
四
十
歳
以
上
）に
五

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
数
々
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

一
般
の
部
で
は
、
み
ち
の
く
タ

イ
ガ
ー
ス
が
二
年
連
続
で
、
Ｏ
Ｂ

の
部
で
は
大
股
体
協
Ｏ
Ｂ
が
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
サ
ス
ケ
さ
ん
ら

が
所
属
す
る「
み
ち
の
く
プ
ロ
レ

ス
」の
住
田
大
会
が
十
月
十
四
日
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　

九
年
ぶ
り
の
来
町
と
な
っ
た
こ
の

日
は
、全
五
試
合
が
展
開
さ
れ
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
五
百
五

十
人
の
観
衆
は
、
笑
い
あ
り
、
激
し

さ
あ
り
の
〝
み
ち
プ
ロ
ワ
ー
ル
ド

〞
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
プ
ロ
レ
ス
観
戦
と
い
う

千
葉
俊
平
く
ん（
下
小
六
年
）＝
奥

火
の
土
＝
は「
迫
力
が
あ
っ
て
面
白

か
っ
た
」と
興
奮
し
な
が
ら
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

下
有
住
小
学
校（
大
友
た
つ
子

校
長
・
全
校
児
童
五
十
三
人
）で
十

月
十
六
日
、稲
刈
り
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
年
五
月
、児
童
ら
の

手
に
よ
り
植
え
ら
れ
た
も
ち
米
の

苗
が
、無
事
、収
穫
期
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
。

　

児
童
ら
は
、訪
れ
た
祖
父
母
ら

に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、丁

寧
に
稲
を
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

刈
ら
れ
た
稲
は
、児
童
ら
に
よ

り
は
せ
に
掛
け
ら
れ
、さ
ら
に
高

学
年
は
、昔
な
が
ら
の�
足
踏
み
脱

穀
機�
に
よ
る
作
業
も
体
験
。

　

体
験
を
終
え
た
児
童
ら
は「
泥

に
足
を
と
ら
れ
転
ん
だ
り
し
た
け

ど
、楽
し
か
っ
た
」「
家
で
も
稲
刈

り
の
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
話
し
な
が
ら
満
足
げ
。

　

水
田
の
管
理
に
あ
た
っ
て
き
た

佐
藤
寿
次
さ
ん（
四

一

）＝
中
上
＝
は

「
今
年
は
天
候
不
順
が
心
配
さ
れ

た
が
、思
っ
た
よ
り
も
出
来
の
よ

い
米
が
収
穫
で
き
そ
う
で
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
収
穫
さ
れ
た
約
百
㌔

の
も
ち
米
で
十
月
二
十
七
日
、収

穫
祭
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
岩
手
め
こ
い

テ
レ
ビ
も
取
材
に
訪
れ
、こ
の
模

様
は「
い
わ
て
っ
子
バ
ン
ザ
イ
」

（　

月　

日
・
午
後
４
時　

分
か

11

29

15

ら
）で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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